小 序 

これ は予が 嘗て 三 田 文学 誌上に 掲載した 「奉教 人の 

死」 と 同じく、 予が 所蔵の 切支丹 版 「れ げん だ • おう 

れぁ」 の 一章に、 多少の 潤色 を 加へ たもので ある。 但 

し 「奉教 人の 死」 は 本邦 西 教徒の 逸事で あつたが、 「き 

しゃう にん でん あまね る ふ 

りしと ほろ 上人 伝」 は 古来 洽く 欧洲 天主教 国に 流布 

した 聖人 行状 記の 一 種で あるから、 予の 「れ げん だ - 

ひ し あ ひま ぜんべ う はう ふつ 

おうれ あ」 の 紹介 も、 彼是 相俟って 始めて 全豹 を 彷彿 

する 事が 出来る かも 知れない。 

伝 中 殆ど 滑稽に 近い 時代錯誤 や 場所 錯誤が 続出す る 



み 残いた 飯 をば らまいて とらせながら、 大 あぐらをか 

いて 申した は、 

「それがし も 人間と 生れ たれば、 あっぱれ 功名 手 がら 

を も 致いて、 末 は 大名と もなら うずる。」 と 云へば、 杣 

たち も 打ち 興じて、 

「道理 かな。 おぬし ほどの 力量が あれば、 城の 二つ 三 

つも 攻め 落さう は、 片手 業に も 足る まじい。」 と 云うた- 

その 時 「れぷ ろぼす」 が、 ちと もの 案ずる 体で 申す や 

うは、 

「なれ どこ こに 一 つ、 難儀な ことが ぉぢ やる。 それが 

し は 日頃 山ず まひの み 致いて 居れば、 どの 殿の 旗下に 



立って、 合戦 を 仕 らう やら、 とんと 分別 を 致さう や 

う も ござない。 就いては 当今 天下無双の 強者と 申す は、 

いづく の 国の 大将で ござらう ぞ。 誰に も あれ それがし 

は、 その 殿の 馬 前に * せ 参 じて、 忠節 をつ くさう ずる。」 

と 問う たれば、 

「されば その 事で ぉぢ やる。 まづ われらが 量 見に て は、 

あめ みかど 

今 天が下に 『あんち おきや』 の 帝 ほど、 武勇に 富んだ 

大将 もお ぢ やるまい。」 と 答へ た。 山男 は それ を 聞いて、 

斜 ならず 悦びながら、 

「さらば すぐさま、 打ち 立た うず。」 とて、 小山の やう 

な 身 を 起いた が、 ここに 不思議が ぉぢ やった と 申す は、 



頭の 中に 巣 食うた 四十雀が、 一時にけ たたまし い 羽音 

こず ひな 

を 残いて、 空に 網 を 張った 森の 梢 へ、 雛 も 余さず 飛び 

立って しまうた 事ぢ や。 それが 斜に 枝を延 いた 檜のう 

らに 上つ たれば、 とんと その 樹は 四十雀が 実の つた や 

うぢ やと も 申さう ず。 「れぷ ろぼす」 はこの 四十雀の 

ふるま ひ を、 訝しげ な 眼で 眺めて 居った が、 やがて 又 

初一念 を 思 ひ 起いた 顔色で、 足 もとにつ どうた 杣 たち 

にねん ごろな 別 を つげてから、 再び 森の 熊笹 を 踏み 開 

いて、 元来た やうに のしの しと、 山奥へ 独 リ&ん でし 

まうた。 

されば 「れぷ ろぼす」 が 大名に ならう ず 願望が こと 



をち こち 

は、 間もなく 遠近の 山里に も 知れ渡つ たが、 ほど 経て 

又 かやうな 噂が、 風の たよりに 伝 はって 参った。 と 

申す は 国 ざ かひの 湖で、 大ぜ いの 漁夫た ちが 泥に 吸 は 

れた 大船 を ひきな づんで 居った 所に、 怪しげな 山男が 

どこから か 現れて、 その 船の 帆柱 をむ ずと つかんだ と 

見て あれば、 苦 もな く 岸へ ひきよせて、 一同の 驚き 呆 

れる ひまに、 早く も 姿 を かくした と 云 ふ噂ぢ や。 ぢゃ 

によって 「れぷ ろぼす」 を 見知った ほどの 山賤 たち は、 

皆 この 情ぶ かい 山男が、 愈 I しり や」 の 国中から 退 

散した こと を 悟つ たれば、 西 空に 屛風を 立て ま はした 

山々 の 峰 を 仰ぐ 毎に、 限りない 名残りが 惜しまれて、 



ぢ やによ つて 「れぷ ろぼす」 は、 大 象の 足に まが はう 

ずした たかな 手 を 大地に ついて、 御輦の 前に 頭 を 下げ 

ながら、 

「これ は 『れぷ ろぼす』 と 申す 山男で ござる が、 唯今 

『あんち おきや』 の 帝 は、 天下無双の 大将と 承り、 御 奉 

公 申さう ずと て、 はるばる これまで まかり 上った。」 と 

申し入れた。 これより さき、 帝の 同勢 も、 「れぷ ろぼす」 

きも ゃリ な.？ なた さや 

の 姿に 胆を けして、 先手 は 既に 槍 薙刀の 鞘 を も 払 はう 

ことば 

ずけ しきで あつたが、 この 殊勝な 言 を 聞いて、 異心 も 

ある まじい ものと 思 ひつら う、 とりあへ ず 行列 を そこ 

ともが しら 

に 止めて、 供 頭の 口から その 趣 をし かじかと 帝へ 



そ-つもん きこ 

奏聞した。 帝 はこれ を 聞し 召されて、 

いちぢ やう 

「かほ どの 大男の ことなれば、 一定 武勇 も 人に 超え 

つらう。 召し 抱へ て とらせい。」 と、 仰せられ たれば、 

格別の 詮議と あって、 すぐさま 同勢の 内へ 加 へられた。 

「れぷ ろぼす」 の 悦び は 申す まで も ある まじい。 ぢゃ 

によって 帝の 行列の 後から、 三十 人の 力士 もえ 舁 くま 

じい 長櫃十 棹の 宰領 を 承って、 ほど 近い 御所の 門まで、 

鼻 たかだかと 御供 仕った。 まこと この 時の 「れぷ ろぼ 

す」 が、 山 ほどな 長櫃を 肩に かけて、 行列の 人馬 を 目 

の 下に 見下しながら、 大手 を ふって まかり 通った 異形 

奇体の 姿 こ そ、 目 ざまし い も の でお ぢゃ つたら う。 



この 采配 を 承った 「れぷ ろぼす」 が、 悦び 身に あまり 

て、 足の 踏み ども 覚えなん だは、 毛頭 無理 もお ぢ やる 

一一/ ヽ 

73 レ 

やがて 味方 も 整へば、 帝 は、 「れぷ ろぼす」 を まつ さ 

きに、 貝 金 陣太鼓の 音 も 勇し う、 国 ざ かひの 野原に 繰 

り 出された。 かくと 見た 敵の 軍勢 は、 元より 望む とこ 

ろの 合戦 ぢゃ によって、 なじ か は 寸刻 もた めら はう。 

野原 を蔽 うた 旗 差 物が、 俄に 波立った と 見て あれば、 

とき 

一 度に どっと 鬨を つくって、 今にも 懸け 合 はさう ずけ 

しきに 見えた。 この 時 「あんち おきや」 の 人数の 中よ 

リ、 一人 悠々 と 進み出い たは、 別人で もない 「れぷ ろ 



ぼす」 ぢゃ。 山男が この 日の かで 立ち は、 水牛の 兜に 

よろ ひ きおろ お ほ なぎなた え 

南蛮 鉄の 鎧 を 着 下いて、 刃渡り 七 尺の 大 薙刀 を 柄み 

じかに おっとつ たれば、 さながら 城の 天主に 魂が 宿つ 

て、 大地 も 狭し と 揺ぎ 13 いた 如くで ぉぢ やる。 さる ほ 

どに 「れぷ ろぼす」 は 両軍の 唯 中に 立ちはだか ると、 

その 大 薙刀 を さし かざいて、 遙に 敵勢 を 招きながら、 

雷 の やうな 声で 呼 はった は、 

「遠 からん もの は 音に も 聞け、 近くば よって 目に も 見 

よ。 これ は 『あんち おきや』 の 帝が 陣中に、 さるもの 

ありと 知られた る 『れぷ ろぼす』 と 申す 剛の者 ぢゃ。 

辱 くも 今日は 先手の 大将 を 承り、 ここに 軍 を 出い 



たれば、 われと 思 はう ずる もの ども は、 近う 寄って 勝 

負せ よ やつ。」 と 申した。 その 武者ぶ りの 凄じ さは、 昔 

- つろ こと ぢ 

「ベり して」 の 豪傑に 「ごり あて」 と 聞え たが、 鱗 綴 

あかがね ほこ ひつ さ しった 

の大 鎧に 銅 の 矛 を 提げて、 百万の 大軍 を叱陀 した 

にも、 劣る まじい と 見え たれば、 さすが 隣国の 精兵た 

ち も、 しばし が ほど は 鳴 を 静めて、 出で 合う ず もの も 

おりなかった。 ぢ やによ つて 敵の 大将 も、 この 山男 を 

討たい では、 かな ふま じいと 思 ひつら う。 美々 しい 物 

の 具に 三尺の 太刀 をぬ きかざいて、 竜馬に 泡を食 ませ 

ながら、 これ も大 音に 名乗り を あげて、 まっしぐらに 

「れぷ ろぼす」 へ 打って かかった。 なれ ども こなた は 



牢 舎へ、 禁獄 せられる 身の上と なった。 さて この 「あ 

んち おきや」 の牢 内に 囚 はれと なった 「れぷ ろぼす」 

が、 その後 如何なる 仕 合せに めぐり 合うた か、 右の 一 

条を 知ら うず 方 々は、 まづ 次の くだり を 読ませられい - 

三 魔 往来の こと 

さる ほどに 「れぷ ろぼす」 は、 未だ 繩目も ゆるされ 

やみ 

いで、 土の 牢の 暗の 底へ、 投げ入れられ たこと でお ぢ 

やれば、 しばし が ほど は 赤子の やうに、 唯おう おうと 

声 を 上げて、 泣き喚く より 外 はおりなかった。 その 時 



いづく よりと も 知らず、 緋の袍 を まとうた 学 匠が、 

忽然と 姿 を 現いて、 やさしげに 問 ひかけ たは、 

「如何に 『れぷ ろぼす』。 おぬし は 何として、 かやうな 

所に 居る ぞ。」 と あつたれば、 山男 は 今更ながら、 滝の 

やうに 涙 を 流いて、 

そむ ぢ やぼ 

「それがし は、 帝に 背き 奉って、 悪魔に 仕へ ようずと 

申し たれば、 かやう に牢舎 致された のでお ぢ やる。 お 

う、 おう、 おう。」 と 歎き 立てた。 学 匠 はこれ を 聞いて 

再び やさしげに 尋ねた は、 

ぢ、 P ぼ 

「さらばお ぬし は、 今 もな ほ 悪魔に 仕へ ようず 望が お 

り やる か。」 と 申す に、 「れぷ ろぼす」 は 頭 を竪に 動か 



いて、 

「今 もな ほ、 仕へ ようずる。」 と 答へ た。 学 匠 は 大いに 

この 返事 を悦ん で、 土の 牢も 鳴り どよ むば かり、 から 

からと 笑 ひ 興じた が、 やがて 三度 やさしげに 申した は、 

「おぬしの 所望 は、 近頃 殊勝 千万 ぢ やによ つて、 これ 

より ただちに 牢 舎を赦 いて とら さう ずる。」 と あ つて、 

身に まとうた 緋の袍 を、 「れぷ ろぼす」 が 上に 蔽 うたれ 

ば、 不思議 や 総身の，. 縛め は、 悉 く はらり と 切れて し 

まうた。 山男の 驚き は 申す まで も ある まじい。 されば 

恐る恐る 身 を 起いて、 学 匠の 顔 を 見上げながら、 慇慰 

に 礼 を 為いて 申した は、 



「それがしが 繩 目を赦 いてた ま は つた 御 恩 は、 

生々 世々 忘却 つかまつる まじい。 なれ ども この 土の 牢 

をば、 何として 忍び 出で 申さう ずる。」 と 云うた。 学 匠 

はこの 時 又え せ 笑 ひ をして、 

「かう すべい に、 なじ か は 難から う。」 と 申し も果 ず、 

やに はに 緋の袍 の 袖 を ひらいて、 「れぷ ろぼす」 を 小脇 

に 抱い たれば、 見る見る 足下が 暗うな つて、 もの 狂 ほ 

しい 一 陣の 風が 吹き 起った と 思 ふ ほどに、 二人 は i: 時 

か宙を 踏んで、 牢舎を 後に 飄々 と 「あんち おきや」 の 

都の 夜空へ、 火花 を 飛いて 舞 ひあがった。 まこと やそ 

の 時 は 学 匠の 姿 も、 折から 沈まう ず 月 を 背負うて、 さ 



r れぷ ろぼす」 は 始めて 学 匠の 本性が、 悪魔 ぢ やと 申す 

がてん ぢ やぼ 

^ J とに 合点が 参 つ た。 さる ほどに 悪魔 は y J の 問答の 間 

さへ、 妖霊 星の 流れる 如く、 ひた 走りに 宙を 走つ たれ 

ともしび 

ば、 「あんち おきや」 の 都の 燈火 も、 今 ははる かな 闇の 

底に 沈み はてて、 やがて 足 もとに 浮んで 参った は、 音 

に 聞く 「え じっと」 の 沙漠で ぉぢ やらう。 幾 百 里と も 

知れ まじい 砂の 原が、 有 明の 月の 光の 中に、 夜目に も 

白々 と 見え 渡った。 この 時 学 匠 は 爪 長な 指 をのべ て、 

下界 を ゆびさしながら 申した は、 

わら や うげん すま ひ 

「かしこの 藁屋に は、 さる 有 験の 隠者が 住居 致いて 居 

ると 聞いた。 まづ あの 屋根の 上に 下らう ずる。」 と あ 



まま すなやま 

つて、 「れぷ ろぼす」 を 小脇に 抱いた 儘、 と ある 沙 山陰 

の あばら 家の 棟へ、 ひらひらと 空から 舞 ひ 下った。 

こなた は その あばら 家に 行 ひすまい て 居った 隠者の 

おきな あぶらび 

翁ぢ や。 折から 夜の ふけた の も 知らず、 油 火の かす 

おんき や-つ どくじゅ たち ま 

かな 光の 下で、 御 経 を 読誦し 奉って 居った が、 忽ち 

えならぬ 香 風が 吹き 渡 つて、 雪に も紛 はう ず 桜 の 花が 

紛々 と 飜 リ 出いた と 思へば、 いづく より ともなく 一 

人の 傾城が、 鼈甲の 櫛 笄，^ を 円光の 如く さしない て、 

ぬ うちかけ もすそ 

地獄 絵を繡 うた 襠 の 裳 を 長々 とひき はえながら、 

天女の やうな 媚を 凝して、 夢 かとば かり 眼の 前へ 現れ 

た。 翁 はさながら 「え じっと」 の 沙漠が、 片時の 内に 



むろかん ざき くるわ 

室 神 崎の 廓に 変った とも 思 ひつら う。 あまりの 不思 

ほれぼれ け、. せ 、-. 

議 さに 我 を 忘れて、 しばし が ほど は惚々 と 傾城 の 姿 を 

見守って 居った に、 相手 はやが て 花吹雪 を 身に 浴びな 

ほほ 

がら、 につ こと 微笑んで 申した は、 

「これ は 『あんち おきや』 の 都に 隠れ もない 遊びで お 

ぢ やる。 近 ごろ 御 僧の つれづれ を 慰め まゐら せう と存 

じたれば、 はるばる これまで まかり 下った。」 とあった- 

その 声 ざまの 美し さは、 極楽に 棲む とやら 承った 

かりょう びんが うげん 

伽陵頻 伽に も 劣る まじい。 されば さすがに 有 験の 隠者 

もうかと その 手に 乗らう としたが、 思へば この 真夜中 

に 幾 百 里と も 知らぬ 「あんち おきや」 の 都から、 傾城 



さいで 明いた に、 やがてし らしら 明けと 覚 しい 頃、 誰 

と ほそ 

やら 柴の 扉 をお とづれ る ものが あつたに よ つ て、 

十字架 を 片手に 立ち 出で て 見 たれば、 これ は 又何ぞ や、 

うづく ま うやう や じ ぎ 

藁屋の 前に 蹲って、 恭 しげに 時 儀 を 致いて 居った 

は、 天から 降った か、 地から 湧いた か、 小山の やうな 

大男 ぢゃ。 それが 早く も 朱 を 流いた 空 を 黒々 と 肩に か 

ぎって、 隠者の 前に 頭 を 下げる と、 恐る恐る 申した は、 

「それがし は 『れぷ ろぼす』 と 申す 『しり や』 の 国の 

山男で ぉぢ やる。 ちかごろ ふっと 悪魔の 下部と 相 成つ 

て、 はるばる この 『え じっと』 の 沙漠まで 参つ たれ ど、 

ぢ やぼ おん あるじ 

悪魔 も 御主 『えす. きりし と』 とやらん の 御 威光に は 



叶 ひ 難く、 それがし 一人 を 残し 置いて、 いづく ともな 

く逐天 致いた。 自体 それがし は 今 天が下に 並びない 大 

剛の者 を 尋ね 出いて、 その 身内に 仕へ ようずる 志が お 

ぢ やる によって、 何と ぞ これより 後 は 不束ながら、 御 

主 『えす • きりし と』 の 下部の 数へ 御 加へ 下されい。」 

と 云うた。 隠者の 翁 はこれ を 聞く と、 あばら 家の 門に 

佇みながら、 俄に 眉 を ひそめて 答へ たは、 

「はてさて、 せんない 仕宜に なられた もの かな。 総 じ 

て 悪魔の 下部と なった もの は、 枯木に 薔薇の 花が 咲か 

うずる まで、 御主 『えす. きりし と』 に 知遇し 奉る 時 

は ござない。」 とあった に、 「れぷ ろぼす」 は 又 ねんご 



ろに 頭 を 下げて、 

「たと へ 幾千 歳 を 経よう ずると も、 それがし は 初 一 念 

を 貫かう ずと 決定 致いた。 されば まづ 御主 『えす • き 

みこ ころ 

りしと』 の 御意に 叶 ふべ い 仕業の 段々 を教 へられい。」 

と 申した。 所で 隠者の 翁と 山男との 間に は、 かやうな 

問答が しかつめらし うと り 交さ れ た と 申す 事 でお ぢゃ 

る。 

おんき やう 

「ごへん は 御 経 の 文句 を 心得られ たか。」 

I 生憎 一 字 半句の 心得 も ござない。」 

「ならば 断食 は 出来 申さう ず。 」 

「如何な こと、 それがし は 聞え た 大飯食 ひでお ぢ やる。 



空に 吹き 乱いて、 寄せて は 返す 荒波に 乳の あたりまで 

洗 はせ ながら、 太 杖 も 折れよ とっき 固めて、 必死に 目 

ざす 岸へ と 急いだ。 

ひととき 

それが 凡そ 一時 あまり、 四苦八苦の 内に 続いた でお 

や-つや 

ぢ やらう。 「きりし とほろ」 は 漸く 向う の 岸へ、 戦 ひ 

あへ 

疲れた 獅子 王の けしきで、 喘ぎ 喘ぎ よろめき 上る と、 

柳の 太 杖 を 砂に さいて、 肩の わらん ベ を 抱き 下しな が 

ら、 吐 息をついて 申した は、 

うみやま はか 

「はてさて、 おぬしと 云 ふわらん ベの 重さ は、 海山 量 

り 知れ まじい ぞ。」 とあった に、 わらん ベ はに つ こと 

ほほ 

微笑んで、 頭上の 金 光 を 嵐の 中に 一 き は 燦然と きらめ 



またい おんき やう しる 

れば馬 太の 御 経に も 記いた 如く 「心の 貧しい もの は 

仕 合せ ぢゃ。 一定 天国 は その 人の ものと ならう ず 

る。」 

(大正 八 年 四月) 
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